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足 腰 を て 安 越 転 倒 防 止鍛 え

地
区
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
の
理
事
候
補
を

各
地
域
班
会
議
で
の
討
論
に
期
待

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
　
全
地
域
で
班
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
．
今
年
は
３
月
末
に
班
長
、
副
班
長
の
全
員
が
任
期
満
了
と
な
り
ま

す
の
で
、
後
任
の
方
々

再^
選
を
含
む
）
の
善
任
が
大
き
な
議
題
の
ひ
と
つ

に
な

っ
て
い
ま
す
．

ま
た
　
６
月
に
は
理
彗
　
監
事
も
全
員
が
改
選
期
を
迎
え
よ
す
。
定

時
総
会
で
澤
任
す
る
ヨ
亨
候
薔

の
う
ち
８
名
は
　
一理
事

監
事
選
考
基

準

に
定
め
る
四
う
の
地
区
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
推
薦

選
出
さ
れ
ま
す
。
そ

の
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て
各
班
会
議
で
話
し
合

っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

下
果
会
一Ｆ
か
ら
各
班
長
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
．　

別^
掲
）

新
入
会
員
の
大
会
手
続
き
と
、
６

月
総
会
で
改
選
さ

れ
る
理
事
と
一
事

の
選
出
方
法
に
つ
い
て
　
時
間
を
か

け
て
討
論
し
ま
し
た
。
以
下
に
１
月

と
２
月
の
定
倒
理
事
会

の
内
容
を

ま
と
め
て
ご
報
告
し
ま
す
．

一
、　
一
般
会
計
補
正
予
算
を
承
認

通
信
費
、
修
繕
費
な
ど
の
不
足

分
と
車
両
の
買
い
苔
え
を
中
止
し

た
こ
と
な
ど
　
実
績
を
●
■
に
当

期
の
予
算
を
補
正
Ｌ
ま
し
た
．

二
、
入
会
手
続
き
を
改
訂

新
人
会
員
の
入
会
ま
で
の
手
続

き
を
　
次
の
通
り
改
訂
し
ま
し
た
．

０
毎
月

ｂ
口
に
説
明
会
、
０

”
「

就
業

不
適
格
会
員

に
対
す
る
措
置
に
関
連

し
て

就
業
に
関
す
る
当
セ
ン
タ
ー
の
規

と
さ
れ
な
が
ら
　
次
の
２
点
に
つ
い

程
等
艤
数
多
く
あ
り
ま
す
．
列
挙
し

一■
〓
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
．

ま
す
と
就
業
規
約
　
就
業
基
本
要
綱
、
①
公
益
法
人
に
移
行
し
た
今
、
改
め

就
業
基
本

マ
ニ
ュ
ア
ル
、
就
業

の
提

、́
規
程
等
の
整
理
統
合
を
含
め
た
兄

供
に
関
す
る
取
り
扱
い
要
綱

‥
　
ｔ

直
し
が
必
要
な
こ
Ｌ
．
０
就
業
朗
問

こ
れ
ら
を
ス
ッ
キ
リ
し
た
も
の
に
挙

は
１
年
以
内
が
原
則
　
研
業
５
年
制

撃
統
合
し
た
い
　
上
の
考
え
が
あ
つ

限
は
５
年
保
証
で
は
な
い
、
と
の
理

ま
す
．

こ
●
考
え
を
念
頭
に
　
就
業

解
を
深
“
て
欲
し
い
こ
と
，
こ
れ
に

上
不
適
格
な
全
員
に
対
す
る
措
置
規

ょ
り
　
不
適
格
会
員
に
対
す
る
効
果

程
等
の
成
案
を
得
　
関
係
す
る
項
目

的
な
措
置
に
も

つ
た
げ

ら
れ
よ
う

を
修
正
し
て
ま
い
つ
ま
し
た
。
　
　
　
と
の
ぉ
話
で
し
た
．

こ
の
段
階
で
　
顧
糊
弁
護
上
で
も

　

一
一
の
ご
意
見
も
あ
り
　
就
業
に
関

あ
る
檜
重
直
人
先
生
に
相
談
し
ま
し

す
る
諸
規
程
の
整
理
統
合
を
　
さ
ら

た
。
先
生
は
当
セ
ン
タ
ー
の
案
を
了
　
に
検
討
し
て
行
さ
ま
す
．

に
面
接
．
０
理
〓
会
承
認
　
●
入

会
手
続
き
と
　
同
［
に
０
研
修

就^

業
紹
介
の
条
件
Ｌ
す
る
）．

三
、　
わ
年
度
事
業
計
画
と
予
算

各
委
員
会
か
ら
提
‐――
さ
れ
た
事

業
計
画
が
ヽ
と
ま
つ
ま
し
た
。
十

負
一案
に
は

澁
年
度
の
実
績
を
反
映

―
た́
ｔ
の
に
す
る
た
め
更
に
精
査

を
し
　
事
業
計
画
と
共
に
３
月
理

事
会
で
決
定
さ
れ
る
達
び
で
す
。

四
、
就
業
不
適
格
会
員
に
対
す
る
措

置
の
規
程
案
等
は
　
企
画
総
務
′

員
会
で
の
作
業
を
ひ
と
ま
ず
終
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
顧
問
弁
護
士
〓

の
調
整
を
し
た
上
で
　
理
事
会
に

提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
．
　
　
　
　
八
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
新

五
、
今
春
の
就
業
５
年
制
限
に
よ
る

　

生
度

か
ら

の
事
業
開
始
を
目
標

交
代
要
員
は
２
月
中
に
決
定
し
ま

　

」̈
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
と
の
タ

し
た
．
円
滑
な
引
継
ぎ
の
た
め
の
　

イ
ア
ツ
プ
を
Ｒ
り
な
が
ら
準
備
を

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ミ
■
．
　
　
　
す
す
め
て
い
〓
す
．

六
、
就
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
に
つ
　

　

３
月

ち
口
発
行
の
　
全
戸
配
布

い
て

，
　
就
業
が

“
％
を
越
え
て
　

イ
ラ

ン
に
ヽ
掲
載
し
て
い
ま
す
の

い
る
公
共

３‐
部
門
か
ら
作
業
手
順

　

千
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

の
調
査
を
開
始
し
■
し
た
。
そ
の

九
、
安
全
就
業
標
語
に
は

飩
点
の
応

回
答
を
整
理
確
認
し
た
上
で
　
分

　

募
が
あ
り
　
人
選
作
６
点
が
決
ま

か
り
易
く
　
誰
が
見
て
も
す
ぐ
使

　

り
●

し
た
。
全
晏
面
参
照
）

え
る
「作
業
手
順
書
」
に
■
と
め
て

十
、
地
域
班
長
の
任
期
の
中
で
、
「連

行
こ
う
と
し
て
い
ま
す
．　
　
　
　
　
続
す
る
３
期
を
超
え
て
在
任
す
る

ｔ
、
市
報
等
配
布
事
業
の
改
善
に
つ
　

一
口
」
に
で

■́
一
い
一
の

「
連
続
す

い
て
　
今
年
度
中
に
改
善
策
を
■

　

る
」
を
削
除
Ｌ
ま
し
た
．
（地
域
班

と
め
よ
う
と
鋭
意
努
力
中
で
す
。
　

　

れ瞑
置
規
程
第
５
条
１
項
）

理
事
・監
事
の
選
出
手
続
き
と

班
会
議
で
の
留
意
事
項

を
班
会
議
で
は
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
選

Ｆ
去
´
い
て
は
、
●
新
任
で
も
■
熙
の

出
理
事
候
補
に
つ
い
て
話
Ｌ
合
わ
れ

人
で
も
適
任
者
が
お
ら
れ
た
ら
候
補

て
お
り
　
そ
の
後
●

４
月
中
旬
　
地

，．に
〓
げ

て
い
た
だ
く
●
同
じ
地
区
ブ

区
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
で
候
補
者
を
推
薦

ロ
ッ
ク
内
な
ら
、
他
の
班
の
会
員
で

０
理
事
会
で
全
候
補
者
を
■
●
Ｃ
理

も
可
Ｃ
複
燎

の
候
補
者
が
挙
が

っ
た

事

監
事
選
考
委
員
会
に
諮
問
、
答
中

ル
」き
は
　
ユ
会
議
で
無
理
に
調
整
し

０

６
月
定
”
総
会
で
審
議
決
定
、
と

な
く
て
も
よ
い
　
な
ど
が
確
認
さ
れ

な
り
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
．

班
会
議
で
推
薦
す
る
理
事
候
補
者
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
宣
伝
部
会
）

平成 25年 1、 2月 の役員・事務局活動状況
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３
月

２８
日
（本
）
１３
時
半
か
ら

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催

※

予

約

制

ご
希
望
の
方
は

，豊
別
に
セ
ン
タ
ー

一■
務
局
ま
で
ご
連
謡
願
い
ま
十
年

ね
ん
り
ん

自
馬
岳

の
思

い
出

白
馬
岳

の
登
頂
記
は
人
雪
渓
と
お

花
畑
を
中
心
に
本
紙
第

ｎ
号
（平
成

お
年

５
月

３
日
号
γ
し
ヽ
紹
介
し
ま

し
た
が

紙
面
の
関
係
か
ら
書
き
成
し

が
あ

っ
た
こ
と
が
ヽ
パ
ー
ト
Π
（番
外

編
）ル
し
て
綴
っ
て
み
よ
し
た
。

一　

缶
ビ
ー
ル

山
行
時
、
口
■
で
飲
む
缶
ビ
ー
ル
¨

味
―■
格
別
で
す
。
頂
上
付
近
に
―――
小
屋

が
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
缶
ビ
ー
ル
を
購
入

し
て
飲
む
の
が
私
に
と

う
て
は
最
大

の
楽
し
み
と
な

っ
て
い
た
．Ｉ
」
こ
ろ
が

値
輩
は
鉤
∝
ク
ラ
ス
で
平
地
の
３
ヽ

４
倍
が
普
通
だ

っ
た
。

そ
こ
で
私
は
ザ

ッ
ク
の
■
法
に
あ

わ
せ
て
ク
ー
ラ
ー
ボ

ッ
ク
ス
を
自
作

‐
）
山
行
前
夜
か
ヽ
冷
蔵
庫
で
シ
ャ
ー

ベ
ツ
ト
ｔ
に
凍
ら
し

一●
物
覚
悟
で
頂

上
ま
で
背
負

っ
て
行
く
こ
と
に
し
た
．

当
日
午
後
３
時
項
に
●
上
の
自
馬

―――

荘
に
動
着
、
ベ
ン
チ
に
硬
を
掛

，
早
速

持
参
の
缶
ビ
ー
ル
（″
拌
を
抜
い
た
，
そ

の
と
き
の
喉
越
し
の
味
た
る
や
、
征
段

感
と
達
成
感
と
汗
が
相
●
う
て

，
ヽ
ル

世
の
Ｌ
Ｉ
ル
に
優
る
飲
物
は
無

い
Ｌ

さ
え
思

っ
た
。

二
　
高
山
植
物

山
行
２
「
口
の
下

，――
途
中
、
通
称

「小
日
祠
の
コ
ル
共
標
高

凹

ｍ
）
の
湿

地
帯
て
体
ｔ
中

全
山
道
の
画
側
至
る

と
こ
う
に
山
菜
（通
称
ミ
ズ
　
学
名
ゥ

ス
バ
ミ
章
）が
群
■
　
こ
れ
幸
い
と
ば

か
り
隣
策
来

の
お
土
ヽ
に
と
ビ

ユ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
出
発
点
の
猿
蔵
荘
に

戻
っ
一●
到
着
す
る
や
否
や
山
荘
の
支

配
人
ら
し
き
人
に
こ
〓
二
ヽ
は
高
山
植

物
の
採
■
は
禁
ｔ
さ
れ
て
い
る
」
と
し

て
大
月
上
　
そ
こ
で
私
は

一
こ
れ
は
高

山
植
物
で
は
無
く
山
業
で
私
の
日
舎

で
は
で
ミ
ズ
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
だ
一

と
反
論
し
た
が
後
の
祭
り
。
支
配
人
か

ら
他
の
登
山
客
に
み
ら
れ
な
い
よ
う

ザ

ツ
ク
に
仕
舞
え
と
言
わ
れ
て

一
件

落
着
．

帰
宅
後
文
献
を
調
べ
た
と
こ
ろ
日

馬
岳

一
帯
は
自
馬
連
山
高
山
植
物
帯

特
別
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
全

て
の
植
物
の
採
取
が
禁
■
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
、
自
分
の
無
知
を
反
省
し

た
次
第
。
　

　

　

　

（簾
内
　
正

一
）



地
図
は
面
白
い

私
は
地
図
を
見
る

の
が
好
き

だ
。
鳥
に
な

っ
た
よ
う
に
大
地
の

様
子
を
俯
敏
で
き
る
か
ら
だ
。
例

え
ば
昔
の
田
韮
を̈
見
て
み
よ
・つ
。

文
化
９
年
（
１
８
１
２
年
）
の
口

無
村
古
地
図
と
い
う
の
が
あ
る
。

原
図
は
市
指
定
文
化
財
の
、
旧
名

主
下
国
家

で
保
管
さ
れ
て
い
る

「文
化
９
年
検
地
図
」
で
あ
ろ
う
。

文
字
の
み
現
在
の
活
字
体
に
し
、

青
梅
街
道
の
道
幅
だ
け
少
し
太
め

に
し
て
あ
る
が
、
決
ま

っ
た
縮
尺

に
よ
り
極
め
て
正
確
に
測
量
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
眺
め
て

い
る
だ
け
で
も
飽
き
な
い
。

明
治
元
年
の
神
仏
分
離
の
前
だ

か
ら
、
西
光
寺
、
密
蔵
院

（後
に

一
緒
に
な
り
現
総
持
寺
）
、
観
音

寺
な
ど
の
お
寺
が
、
飛
び
地
で
広

い
御
除
地

（検
地
除
外
地
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
）
ま
で
表
さ
れ
て
い

る
の
に
口
無
神
社
の
位
置
に
は
小

さ
く
鳥
居
の
図
だ
け
で
文
字
記
載

も
な
い
。

私
は
川
に
興
味
が
あ
る
が
、
玉

川
用
水
か
ら
小
平
域
で
分
流
し
、

東
流
し
て
き
て
い
る
「春
用
水
堀
」

（
い
わ
ゆ
る

「
日
無
用
水
し

か
ら

現
在
の
橋
場
付
近
で
再
び
二
つ
に

分
流
し
た
現
在
の

「や
す
ら
ぎ
の

こ
み
ち
」
「ふ
れ
あ
い
の
こ
み
ち
」

が
よ
く
わ
か
る
。
さ
ら
に
こ
の
二

流
が
や
が
て
南
方
で
や
は
り
小
平

ヽ

１

、

―

″

方
面
か
ら
東
流
し
て
い
る

「下
水

堀
」
に
流
れ
落
ち
る
様
子
も
よ
く

わ
か
る
。
「
下
水
堀
」
と
は
今
の

石
神
井
川
で
あ
る
。

一
方
、
現
在

の
日
無
と
ひ
ば
り

が
丘
を
結
ぶ
バ
ス
通
り
が

「清
戸

道
」
と
な

っ
て
い
て
、
滉
在

の
谷

戸
小
グ
ラ
ン
ド
前
あ
た
り
を
谷
頭

と
し
て

「悪
水
路
」
と
い
う
も
の

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ

ゆ
る

「新
川
」
そ
し
て

「白
子
川
」

と
な
る
二
つ
の
谷
頭
の
う
ち
の

一

つ
で
あ
る
。

新
川
窪
地
は
、
鎌
倉
時
代
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
、
こ
の
谷
戸
と
保

谷
上
宿
が

一
体
の
集
落
を
形
成
し

て
い
た
こ
と
が
近
く
か
ら
出
上
し

た

「延
慶
（鎌
倉
時
代
の
年
号
）
の

板
碑
」
か
ら
立
証
さ
れ
て
い
る
。

地
図
は
ロ
マ
ン
で
あ
る
。

（保
谷
町
　
樋
口
明
朝
〉

柳

沢

１

　

一一

好

き

み

子

口
開
一
団
一
さ
れ
た
方
で
す

晰
一辮餡嘲２３　
今　居　康　雄

』
一酔

士 谷
剛
呻
　
菅
　
　
鉄

五

郎

』一［̈
刊̈２．
　
角　屋
　
一　
郎

25年 新年会

シルバー会夏史′え茶
交流会主催となつて 3年 目の新年会は、 1月

日午後シチズン時計食堂で開催されました。
参加者は、来賓 4名 、特別会員 8名 、会員 9

合計 110名 でした。

坂口市長、小林市議会議長の新年ご祝辞後、

今年のア トラクションは、保谷和太鼓、武蔵野北

高校OBに よるブラスバン ド、徳山会員の独唱等で

会場は大いに盛 り上がりました。

最後に成口生活福祉課長の中締めのご挨拶をいた
だき、楽 しい新年会でした。
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…
会員の皆さんは数多くの体験をされたは

ず、その貴重な体験等をご寄稿くだされば
幸いです。ご苦労 喜び お孫さんのこ
と、夢・健康・趣味(旅 )な どの原稿をお待
ちしています。
本文400～450字以内に。また小見出しタ

イ トル、お名前と町名もお忘れなくご記入
ください。       (広 報宣伝部会)
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事故発生状況 再発防止策
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歩行中 足を滑らせて転倒
した際に体をかばおうとし
てお手をついて受傷した.

雪道は滑らない靴を

履く。歩幅は狭く時

間に余裕をもつて行

動する。

福祉部長の乾杯で開宴となりました。

◇

自
転
車

の
交
通

ル
ー
ル
を
守
ろ
う

◇

就
業
場
所

へ
の
往
復
に
は
自
転

車
を
利
用
し
て
い
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー

で
は
今
年

度
、
自
転
車
事
故
が
２
件
発
生
し
て

い
ま
す
。

気
軽
に
利
用
で
き
る
自
転
車
で
す

が
、
そ
の
裏
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
危
険

が
潜
ん
で
い
ま
す
。
「自
分
は
大
丈

夫
」
と
い
う
過
信
と
危
険
意
識

の
低

さ
が
事
故
の
も
と
、
ま
さ
か
の
事
態

に
備
え
、
今

一
度
基
本
を
思
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
自
転
車
は
車
道
で
は
左
側
通
行
が

原
則
で
す
。

●
歩
道
を
走
る
と
き
は
歩
行
者
優
先

徐
行
運
転
を
１

②
安
全
確
認

●
右
折
左
折
時
の
安
全
確
認

●
後
方
確
認
も
忘
れ
ず
に

③

一
時
停
止

●
信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
出
合
い

頭
の
事
故
防
止

●
必
ず
安
全
を
確
認

④
信
号
無
視

●
必
ず
信
号
を
守
り
ま
し
よ
う

ｏ
急
が
ず

一
寸
待
つ
心
の
余
裕
を
１

◎
事
故
０
は
家
族
の
願
い
―

職
場
の
願
い
―

（安
全
管
理
委
員
会
　
一一
浦
健
次
郎
）

歩
く
会

（第
＆
回
）

☆
入
曽
～
稲
荷
山
公
園
（花
見
）

と
周
辺
を
歩
く

（ジ
ヨ
ン
ソ
ン
基
地
の
名
残
を
た
ど
ろ
）

日
　
時

４
月
６
日
（土
〉

９
時
集
合

集
合
場
所

西
武
新
宿
棒
入
曽
駅
（西
こ

＊
本
川
越
行
き
で
所
沢
か
ら

３
つ
日
の
駅
で
す
。

Ｓ
Ｋ
Ａ
（カ
ラ
ォ
ヶ
愛
唱
会
）

場

所

お
あ
し
す

期
日

・
時
間

３
月
１６
日
（土
）
１３
時
～
′
時

４
月
６
日
（上
）
１３
時
～
１７
時

４
月
”
曰
（土
）
１３
時
～
１７
時

碁
遊
会
分
ピ
ナ
ス
９
時
～
１２
時
〉

３
月
１９
日
興
、
４
月
２
日
ω

４
月
９
日
ω
、
４
月
１６
日
ω

４
月
”
曰
側

☆
各
サ
ー
ク
ル
に
興
味
の
あ
る
方
は

当

日
会
場

へ
お
越

し
く
だ
さ

い
。

急 増 中 ″

振 り込む前に、ご家族や警

察、金融機F.5な どにご相談くだ

さ0ヽ。
とくに高齢者がわらわれてい

ます。
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